淡路市広告入り窓口用封筒の無償提供に関する要領
平成19年７月５日
告示第78号
改正　令和３年３月12日告示第38号
（趣旨）
第１条　この要領は、淡路市広告掲載要綱（平成19年淡路市告示第５号。以下「要綱」という。）第３条の規定に基づき、広告入り窓口用封筒の無償提供について、必要な事項を定めるものとする。
（定義）
第２条　この要領において、「広告入り窓口用封筒」（以下「窓口用封筒」という。）とは、市が発行する各種証明書等を入れるために、市民に提供する封筒であって、広告が印刷されているものをいう。
（掲載可能な広告等の範囲）
第３条　窓口用封筒を無償提供することができる者、広告の内容、デザイン等の範囲は、要綱第４条並びに淡路市広告掲載基準（平成19年市長決裁）第４条及び第５条の規定によるものとする。
（設置期間）
第４条　窓口用封筒の設置期間は、２年間とする。ただし、市長は、無償提供者と協議の上、設置期間を変更することができる。
（無償提供者の募集方法）
第５条　窓口用封筒を無償提供する者の募集は、市ホームページ等の広報媒体を活用して公募する。ただし、市長が特に必要があると認めるときは、公募によらないことができる。
２　前項の規定による公募に当たっては、募集期間、窓口用封筒の種類、掲載位置、掲載寸法、作成枚数その他必要な事項を明示する。
（窓口用封筒の申込み）
第６条　窓口用封筒を無償提供しようとする者は、淡路市広告入り窓口用封筒申込書（別記様式）に、別に定める書類を添付して、市長が指定する期日までに提出しなければならない。
（窓口用封筒の無償提供者の決定）
第７条　市長は、前条の規定による申込書の提出があったときは、要綱第５条に規定する淡路市広告審査委員会において、その内容を審査の上、決定するものとする。ただし、申込書の提出者が２者以上あるときは、プレゼンテーション等の方式により決定するものとする。
（制作上の注意事項）
第８条　窓口用封筒を無償提供するものは、広告主の募集に当たり自らが広告の募集者であるような誤解を受けることのないように配慮しなければならない。
２　無償提供するものは、市の業務内容を窓口封筒に掲載する場合は市長の指示に従うものとする。
（苦情の処理等）
第９条　窓口用封筒を無償提供する者は、窓口用封筒の内容に関する苦情その他問題が発生したときは、その一切の責任を負い、速やかにその問題の解決に努めるものとする。
（代替措置等）
第10条　無償提供する者は、窓口用封筒の広告の内容及び広告主に問題が生じたときは、速やかに市長に報告するとともに、当該窓口用封筒を回収し、代替の封筒を市に提供するものとする。
（中止）
第11条　市長は、市民に窓口用封筒を提供することが不適当であると認めるときは、窓口用封筒の提供を中止するものとする。
（委任）
第12条　この要領に定めるもののほか、窓口用封筒の無償提供に関し必要な事項は、別に定める。
附　則
この告示は、公布の日から施行する。
　　　附　則（令和３年３月12日告示第38号）
　この告示は、令和３年４月１日から施行する。
別記様式（第６条関係）
淡路市広告入り窓口用封筒申込書
年　　月　　日　
　　　淡路市長　様
申込者　　　　　　　　　　
　淡路市広告入り窓口用封筒の無償提供に関する要領第５条の規定に基づき、淡路市広告入り窓口用封筒を無償提供したいので、関係書類を添えて申し込みます。
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